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新型コロナが季節性インフルエンザと同様の5類感染症に区分さ

れ、我々の生活は以前に戻りつつあります。この数年間で得られた教

訓は、人類は常に感染症の脅威と隣り合わせにあり、もっと上手に

立ち向かえるように準備しておく必要があるということです。我々は

一丸となってイノベーションを推進し、感染症抗原検査キットのリー

ディングカンパニーとしてその安定供給に努めるとともに、各種臨床

検査薬、ワクチン、医薬品の受託開発／製造受託など一連の「ライフ

イノベーション事業」を通じて、人々のQOL向上に貢献し続けます。

　

【主要製品】 【2023年 実績】注力分野・マーケット 【2026年 計画】 【部門のビジョン（2030年 ありたい姿）】
●インフルエンザワクチン

●抗原迅速診断キット
●検査試薬

●がん治療用ウイルスG47Δ製剤

●2022年より増収増益
●インフルエンザの流行により、コロナ・インフル同時
検査キット（コンボキット）が伸長
●抗原迅速診断キットおよび検査試薬の需要拡大に対応して、五
泉事業所試薬製造設備を増設工事中(2024年下期竣工予定）

●早期に安定的なインフルエンザワクチン供給を可能
とする原液製造の新設備を2022年から稼働
●2023年はワクチンの接種数は例年に戻ると想定し、前年を
上回る1,000万本を製造するも、接種率が伸びず前年並み
●インフルエンザワクチン原料価格高騰

●既存ワクチンは基盤事業として、早期出荷対応・流通戦略強
化等によりシェア拡大・出荷量増を図るとともに、安定生産と
生産性向上の強化により収益力アップの取り組みを進める
●ワクチン基盤技術の強化と新規ワクチン開発の推進

●増設製造設備により高品質製品の安定供給・最大化
を進める
●国内・海外の営業力強化・新規販路構築および製品ラ
インナップの充実により収益拡大を推進

●がん治療用ウイルスG47Δ製剤の安定製造・安定供
給と製造能力増強体制の構築
●海外展開および国内での適用拡大等を睨んだ取り組
みを進める

●既存ワクチンの早期安定供給に加え、より有効性と安
全性の高いワクチンの開発を進める

●迅速・簡便・安価・高品質・多項目を切り口に多様な診
断薬とシステムを提供する

●がん治療ウイルスを起点としたCMO・CDMOを
目指す

●がん治療用ウイルスG47Δ製剤の製造能力増強投資
計画再構築中

全体売上高（2023年度）に占める割合 全体売上高（2023年度）に占める人員割合
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POCT製品の展開
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大病院・検査センター対応
大病院・検査センター・クリニック対応

OTC対応

時間軸

1952年
O157による食中毒事件

2009年
新型インフルエンザ
の世界的な流行

社会の
出来事

現在

※OTC：医師の処方せんがなく
ても店頭で購入できる医薬品

細菌
検査試薬

ウイルス
検査試薬

インフル
A・Bクイック

クイックS
インフルA・B

クイック
Ex-Flu

（着色）蛍光粒子、
蛍光対応リーダー

ウイルス同定ウイルス同定

迅速化迅速化

視認性改善視認性改善

操作性向上操作性向上

簡便化・迅速化・高感度化
多くのウイルスや病原菌を検査可能

簡便化・迅速化・高感度化
多くのウイルスや病原菌を検査可能

超高感度化
発熱24時間以内の患者でも
インフルエンザの判定が可能

超高感度化
発熱24時間以内の患者でも
インフルエンザの判定が可能

酵素抗体法
(4step・150分）

迅速酵素抗体法
(4step・15分)

金コロイド法
（2step・12分）

着色ラテックス
免疫クロマト法
（1step・8分） クイックナビ

シリーズ

未来過去

・POCT製品
   https://www.denka.co.jp/product/
   medical/detail_00336/

2020年3月
新型コロナウイルス感染症の
世界的な流行

事業を通じた社会への貢献

SWOT分析
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� �

●自社開発による固有技術を用いた各種検査試薬を保有
●最新のワクチン製造設備を備えた高度な技術と高い生産
能力

●産学官との多様かつ強固なネットワークと、そこから発揮
できる研究開発力
●化学と医療という異なるノウハウの融合と顧客基盤の
統合

●世界的な病気の予防・早期診断ニーズの高まり
●新型コロナウイルス流行による簡易検査キット需要の
増加

●個別化医療ニーズの高まり
●IoTやAIの利活用の高まり
●国の成長戦略（法改正、規制緩和）による新規ビジネスの
可能性

強み

弱み

機会

脅威

●インフルエンザワクチン

毎年多くの方が罹患する季節性インフルエン
ザの感染予防により、人々および社会全体の
健康維持、そして幸福度や生産性向上に寄与
します。

●抗原迅速診断キット

（インフルエンザ、新型コロナウイルス、溶連菌、ノロウイルス、RSウイル
ス等）インフルエンザや新型コロナ等の感染症罹患を迅速に判定する
ことにより、早期に適切な治療を開始
し、回復時間の短縮や感染拡大防止
に寄与します。患者さま・医療現場の
負担軽減、経済活動の継続や公衆衛
生に貢献します（インフルエンザと新
型コロナウイルスの同時検査可能な
コンボキットも取り揃えています）

●検査試薬

（免疫血清検査試薬、臨床化学検査試薬、細菌・ウイルス検査試薬等）

心筋梗塞やリウマチなどの早期診断および、動脈硬化や糖尿病など生
活習慣病のチェック、様々な感染症の罹患判断など、多種多様な検査
試薬を充実させ国内外に提供しています。迅速かつ正確な診断を可能
にし、適切な治療法の選択や疾病管理に不可欠な役割を果たしていま
す。公衆衛生の向上、疾病の早期発見と予防・感染防止、医療コストの
削減に貢献し、健康な社会の維持に寄与しています。

●感染症関連製品の需要は流行の程度や種類による影響を
受けやすい

●世界的な新型コロナウイルス感染症対応によるワクチン／　
検査試薬の競合技術の開発加速
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